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抑え，倒伏に注意し，後期玄米の肥大に追い込みをかけ

るような深間追肥や適切な水管理が市要である．
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第1図．生育の推移
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第2図．探桝田の水稲の節間伸長度
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第4図．玄米粒厚頻度分布
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第5図．稲わらの養分合見

黒ボク土壌における乾田と湿川

との深耕効果の差異について

青　柳　栄　助・新　関　信一郎

笠　原　喜久男・板　垣　善之助

（山形県農武最上分場）

1．緒

各地で行なわれた探耕効果試験結果によると地下水の

侃い場伽こ効果が‘認められるようであるが，一般に探耕

により初期生育が抑制される傾向にある．

本県北部に分布する腐柿過多の黒ボク水mにおける水

稲は初欄生育が′1二良であるので該条件下における深耕効

果の目方を乾川・掛jl及び施肥Flミ：の組み合わせによって
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検討した．
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2．試　験　方　法

暗渠施行区と隣接する未暗渠で地下水の比較的高い半

湿田開場を供試し前者を乾「tl後者を湿田とした・
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注．1．減水探6月15円，乾田4・5ぐ〃～，湿田2・5吼
2．渓桝は人力（シャベル）で5月17日行ない上

下反転．
3．硫安尿素5月19日・浴燐5月1川，過石5月

1川，lll構え5月25日．

なおN－0を二分LN－0分施区を作った・

3．試　験　結　果

1．生育概況

初汎生育は乾湿田ともに深耕区が劣っていたが・最高

分けつ期以後からややまさるよにうなった・殊に乾田深

耕区は仲長期以降における生育量の増加が目立ち第1図

の如く程長・穂数ともに脚慄桝区にまさる生育状況と

なった．

2．NH4－Nの椚艮

第2釦こ示す如く12C潤までのNH4－Nは田租当初

（年毎）は普通耕区に比し深耕区が少く，初期生育が抑制

される結果となったが，12ぐ㌦以下では多い6月下旬では

乾田が渦潮より1呵以上多い・このように乾田深耕の場

合相川以下のNH4－Nを4・5～5町揮度に維持し悍たこ

とが後期生育を順調に導き得た原関と推定される・

3．作物体成分

第3回に示す如く成熟脚こおける温m多肥深耕のわら

酌こ残存するNの調合が多い．また，P205も一触こ湿

ll】のわら部残存川合が多く，この傾向は施肥是の増加に

作って助長されるようである．なお含有率の特徴として

深耕区の水稲は乾湿田ともに出穂までは普通緋より低く

経過するが，この時期以降においては乾rn深耕区のみ増

加する．このことは深耕区が燐酸の下層に入る配合が多

いこと及び後期における乾凹の択の活力水稲代謝機能及

び根の分布状態など深い関係があるものと推定される・

4．分解調査

節間の変動は第4回の如く乾田では各節間ともに平行

的であるが温田ではまちまちで，殊に第4節間の変動が

甚だしい．すなわち乾IrrlではN－0原肥多肥の順に長く

月つ節一節問長は分施及び深耕によって長くなるなど湿

口は異なった様相を皇し，また第3節関より上位の節間

になるに従い長くなることが注目されるが，湿mでは明

確でない．

5．収尉こついて

以上述べたような生育状況を反映して収量は各区とも

に乾田が高い区の標肥では乾湿ともに深耕区がやや増収

するに反し，多肥では乾田探桝の増収と滞日lのいちじる

しい減収が目立つようである．

4．要　　　　　約

深耕効果は排水の良否条作によって層位別のNH4－N

の濃度が異なり，これが生育状況に影響を及ぼした深耕

区は即＿l，湿田ともに初期生育が抑制されたが後期にお

いては乾ntの秋優りと湿Hiの調浴が対照的である・

このような昨年の成紬こかんがみ本年はN及びP205

の早期追肥によって深耕区の稲体P205含有率の低下及

び土壌中上位屑の低NH4状態の解消に努めほぼ満足氾

来るような生育状況であることを付記する・
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第2図．NH4－Nの時期別消長
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第3図．NtP205分布割合及び吸収是
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第4図．節間の変動
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